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あらまし Web 検索結果を，単一のページではなく，関連するページの集合（ページセット）とし

て結果を返すことで，閲覧性の向上が期待できる．そのためには，相互に類似した半構造データを効

率よく見つけ出す手法が必要となる．一方，Web ページの記述言語として，XML に基づく規格である

XHTML が普及するなど，XML データが検索対象となる場面が増加してきた．従来の XML データの類似性

の判定手法には，構造とテキストが主に用いられてきた．XML データには，画像や音声などテキスト

以外のメディアが含まれる場合があり，類似性判定精度の向上にはそれらの異種メディアの類似度を

考慮することが有益であると考えられる．本研究では，XML 内木構造と，テキストや画像などの要素

値という 2 つの類似度に着目し，それらを集約することにより，XML データの類似性判定の精度を向

上する手法について検討する． 
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Abstract On web-based systems, it is useful to respond results as sets of related pages 

that are called page sets. There is a need for a better algorithm to find similar semi-

structured data from heterogeneous large data. On the other hand, a need for searching XML 

documents is increasing. An example is a need for searching XHTML that is a standard web 

page description language based on XML. In recent researches, structure-level and text-

level measurements have been used to calculate similarity among XML data. However it is 

useful to consider similarities of different media for improving search precisions since 

there are some cases that XML data contains images, sounds, and other media data besides 

their texts. In this paper, we propose a method that improves precision of calculating 

similarities among XML data by using two similarities in tree structures and element values 

and aggregate them effectively. 

 Keywords similarity, XML, different characteristic information, aggregation 

 

1. はじめに 
 近年，電子商取引や科学データなどのデータ記述，保

存，交換の場において，XML により記述される半構造デ

ータの利用が拡大している．Web ページの記述において

は，これまでの HTML によるものから，XML や XHTML によ

るものへと移行しつつあり，ページ全体に対するメタデ

ータ記述を可能とする技術の研究が進められている．

Microformats はその代表といえる[1]．半構造データの

増加により，それらのデータの中から，必要なデータを

適切に抽出する手法，高精度に検索結果を返す手法が要

求されている．今後の Web 検索においては，ページ単位

で検索に合致するページを検索結果として返すだけでは

十分でなく，関連するページの集合を返すことが，利用

者にとって有用であると考える． 

 関連するページの集合を適切に求めるために，半構造

データ間の関連性や類似性の効率的な発見手法が必要と

なる．一般的な半構造データの関連性の尺度としては，

構造の同一性が用いられることが多い．また，Web ペー

ジ間の関連性の発見に最もよく利用されるのは，ページ

間に張られたリンクである．ところが，Web ページには，

図 1 に示すとおり，テキストや画像，音声などの異種メ

ディアのデータが含まれる可能性が高く，それらの同一

性もページの関連性の発見に利用することができると考

えられる． 

 そこで，本研究では，要素による木構造と，テキスト

や画像などの要素値という 2つの特徴量に着目し，それ 



<data> 

      <text>宮崎県の知事は東国原氏です</text> 

      <other> 

            <image>Chiji.jpg</image> 

            <movie>Chiji.mpg</movie> 

            <sound>Chiji.mp3</sound> 

      </other> 

</data> 

図 1 複数種のメディアを含む XML 文書 

 

らを集約することにより，半構造データの比較・検索の

精度を向上させる手法を提案する． 

 

2. 関連研究 
要素による木構造と要素値の両方を考慮した類似度の

算出手法として，Ma と Chbeir は，同一のスキーマを持

つ XML 文書について，要素値の類似度として語の意味的

関係を利用して部分木の類似度を求めることにより，全

体としての類似度を算出する手法を提案している[2]．ま

た，文らは，XML データが持つ木構造処理の複雑さに対

処するために，次のような手法を用いて XML 文書の類似

結合を提案している[3]．まず，要素を後置順で巡回して

直列化する．その際，構造情報の保持のために，補助記

号を導入している．その後，要素値を持つ要素の個数と

部分木が持つ深さを閾値として XML データを分割する．

そして，部分木同士の類似度を計算する．類似度の計算

には構造情報とテキスト情報が用いられ，テキスト情報

については Bloom フィルタ[4]を用いて各部分木の情報を

ビット列に変換することで類似度を算出し，この値が閾

値以上のものについては，直列化された部分木同士の編

集距離により構造情報についての類似度を算出する．集

約という手法ではなく，段階を追って類似度を算出する

点が，本研究で提案する手法と異なる点である． 

異種メディア検索や異なる検索エンジンの結果を考慮

する手法として，鈴木らは，Shannon の情報量の概念を

利用したスコアの正規化，及び，各種評価関数によるス

コアの統合により，集約された類似度を算出している

[5][6]．鈴木らは，メタ検索エンジンの精度向上におけ

る課題は，(1)検索対象からの特徴量の抽出法, (2)各検

索システムにおけるスコアの計算法, (3)スコアの正規化

法, (4)正規化されたスコアの統合法, (5)検索結果の掲

示法, の 5 点に集約されるとし，そのうち，(3)と(4)を

研究対象としており，本研究の対象と近いものとなって

いる．正規化については，まず standard によりスコアを

0 から 1 の範囲に値を納め，また，情報量を導出し，そ

れらの値を統合することにより，スコアを正規化する．

正規化されたスコアの統合について，[5]では，相加平均，

相乗平均，調和平均，最大値，最小値，PRO 関数などの

評価関数を用いて，スコアの統合を行っている． 

本研究では，複雑な構造を持つ XML 文書から類似性の

高い構造を発見し，さらに，要素値として，単純な数値

や文字列だけでなく，テキストや画像などの異種メディ

アの類似性を考慮し，それらの特徴量の適切な集約手法

を提案することを目的とする． 

 

3. 提案手法 
 本章ではまず，類似度算出の対象とする部分木の探索

手法について示す．続いて，木構造間類似度と要素値間 

 
図 2 提案手法概念図 

 

類似度それぞれの特徴量の算出法について述べる．その

後，導出された 2 つの異種特徴量の集約手法について述

べる．なお，要素値間類似度については，現時点では，

テキストと画像の 2 つのメディアについて，その特徴量

を扱うこととする．提案手法の概念図を図 2に示す． 

3. 1 対象部分木の探索 

 類似度を算出するにあたり，まず，比較対象とする部

分木を探索する必要がある．本研究では，比較元の木を

テンプレートと呼ぶこととし，そのテンプレートと深さ

が等しいものを比較対象の部分木とみなすこととする．

そこで，次のような手法で対象部分木を算出する． 

まず，入力の要素について，子要素のリストと数を導

出する．次に，もしも子要素がない，つまり，子要素の

数が 0 ならば，処理を終了する．そうでなければ，全て

の子要素について，この対象部分木探索アルゴリズムを

再帰的に適用する．なお，その前処理として，探索作業

の連続上昇回数を 1 としておく．この連続上昇回数は，

テンプレートとの深さの一致の判定に利用する．全ての

子要素について処理を終えたあとは，この要素に対する

処理が終了し，親要素の処理に戻るので，連続上昇回数

を 1 つ増やす．ここで，もしも連続上昇回数がテンプレ

ートの深さの値と等しいならば，この要素を最上位の親

要素とする部分木を比較対象の部分木とし，XML 文書間

の類似度を算出する．対象部分木の探索アルゴリズムを，

図 3 に示す．また、図 4 に探索の例を示す．この場合，

対象部分木の最上位要素は cと jとなる． 

3. 2 XML 構造間類似度の算出法 

木構造の類似性を見つけるということは，要素の名前

と要素の格納位置が，2 つの木の間でどの程度一致して

いるかを導くことであると考えられる．そこで，XML 構

造間類似度の算出に際し，Chbeir らが提案する，CBS

（Commonality Between Sub-trees）という概念を導入す

る． 

 CBS の導出アルゴリズムを図 5 に示す．CBS は，テンプ

レートと対象部分木の間で，深さとラベルが一致する要

素の個数である．この CBS の値をテンプレートと対象部

分木の要素数の平均値で割り，正規化した値を XML 構造

の類似度とする．CBS と木構造間類似度の算出例を図 6

に示す． 

3. 3 要素値間類似度の算出法 

要素値間類似度算出の流れは次のとおりである．まず，

算出を行うタイミングであるが，これは，木構造間類似 

木構造間

類似度
画像間 
類似度 ・・・ 

～間 
類似度

要素値間 
類似度 

・・・ 

XML文書間

類似度 

集約

集約

テキスト間

類似度



アルゴリズム 1：対象部分木の探索 

入力：Node 

 

1：NodeList children = Node.getChildNode() 

2：Length = |children| 

3：if(Length = 0) 

4：  return 

5：UpNum = 1 

6：for(i=1 ; i<=Length ; i++) 

7：  checkSecondTree(children(i)) 

8：UpNum++ 

9：if(UpNum = TempDepth) 

10：  XML 文書間類似度算出 

11：Ret XML 文書間類似度 

図 3 対象部分木探索アルゴリズム 

 
テンプレート 対象木 

<a> 

    <b/> 

    <c/> 

</a> 

<a> 

 <b/> 

 <c> 

  <f/> 

  <g/> 

  <h/> 

 </c> 

 <d> 

  <i/> 

  <j> 

   <l/> 

  </j> 

 </d> 

</a> 

図 4 対象部分木の探索例 

 

度算出時の CBS の計算時に，要素同士でタグ名と深さの

比較を行うが，ここで同時に，要素値のメディアが一致

するか否かを判定し，一致する場合には，その要素値が

テキストならばテキスト間類似度，画像ならば画像間類

似度と，それぞれ適切な類似度を算出する．ここで導出

される全ての類似度はそのメディアの種類とともに保持

しておき，CBS 及び木構造間類似度の算出後，後述の 3

つの手法のうちのいずれかを利用して，要素値間類似度 

の集約を行う．ここで集約された値を，2 つの XML 文書

間の要素値間類似度とする． 

以下では，まず，本研究で対象とするテキスト間類似

度，及び画像間類似度の算出手法について説明する．続

いて，要素値間類似度の集約について，3 つの手法を提

案する．さらに，要素値間類似度の算出において生じる

問題についても説明する． 

3. 3. 1 テキスト間類似度の算出法 

本研究では，2 つのテキスト間の類似度算出手法とし

て，次のような一般的な手法を採用する[7]． 

まず，それぞれの文書を形態素解析し，名詞語句を抽

出する．本実験では，形態素解析ツールとして，Yahoo!

デベロッパーネットワークの日本語形態素解析 Web サー

ビスを利用する[8]．次に，抽出された各名詞について

TF・IDF を算出する．ここで，TF は，単語 w のテキスト

D における頻度，IDF は単語 w を含む文書頻度の逆数であ

る．その結果から，TF・IDF が一定値以上のものを特徴

語として採用する．そして，各テキストについてそれら

の特徴語が出現するか否かを 1 と 0 で表現し，ベクトル

の形にすることで，文書ベクトル dを得る．最後に，そ 

アルゴリズム 2：CBS 

入力：サブツリー SbTi，SbTj 

 

1：Dist[][]=new[0...|SbTi|][0...|SbTj|] 

2：Dist[0][0]=0 

3：For(n=1;n<=|SbTi|;n++) 

4：  Dist[n][0]=Dist[n-1][0]+1 

5：For(m=1;m<=|SbTj|;m++) 

6：  Dist[0][m]=Dist[0][m-1]+1 

7：For(n=1;n<=|SbTi|;n++) 

8：  For(m=1;m<=|SbTj|;m++) 

9：    Dist[n][m]=min{ 

10：      if(深さとラベル名が一致するならば) 

11：        Dist[n-1][m-1], 

12：      Dist[n-1][m]+1, 

13：      Dist[n][m-1]+1 } 

14：Ret (|SbTi|+|SbTj|-Dist[|SbTi|][|SbTj|])/2 

図 5 CBS 導出アルゴリズム 

 
テンプレート 対象部分木 CBS 類似度

<b> 

    <c/> 

    <d/> 

</b> 

3.0 1.0 

<d> 

    <e/> 

    <f/> 

</d> 

0.0 0.0 

<b> 

    <c/> 

    <d/> 

</b> 

<b> 

    <c/> 

    <d/> 

    <h/> 

</b> 

3.0 0.86 

図 6 CBS と木構造間類似度の算出例 

 

れらの文書ベクトルについて，余弦尺度を導出すること

により，2 つのテキスト間の類似度を導出する．余弦尺

度は以下の式で与えられる． 

ji

ji
text dd

dd
Sim

⋅
=             (1) 

 上記の手法よりも直感的な手法として，2 つの文書の

形態素解析により得られる全名詞数に対する重複語句数

の割合である，Jaccard 係数を類似度として利用するこ

ともできる． 

3. 3. 2 画像間類似度の算出法 

 画像間類似度の算出については，さまざまな手法が提

案されているが，画像処理では，比較的大きい計算量の

ものもある．本研究は画像間類似度を高精度に求めるこ

とを主の目的としないので，以下のような直感的かつ簡

易的な手法で，画像間類似度を算出する． 

まず，各々の画像を，RGB それぞれ 256 色で表現され

たラスタ画像の形式で用意する．それらの画像について，

各々ヒストグラムを算出し，ピクセル数で割って正規化

する．そして，算出された 2 つのヒストグラムについて，

マンハッタン距離を導出する．マンハッタン距離は以下

の式で与えられる． 

∑
=

−=
m

k
jkikij xxd

1

                (2) 

この値の逆数を，画像間の類似度とする． 



上記の類似度は，形状など，色頻度以外に画像の特徴

となる情報を考慮していないため，画像間の全体的な色

あいの類似性のみを判定することになる． 

3. 3. 3 要素値間類似度の集約法 

 構造間類似度との集約に向けて，まず，導出した全て

の要素値間類似度を集約し，統一した値を求める．要素

間類似度の集約手法として，3つの手法を提案する． 

 1 つ目の手法は，導出した全ての要素値間類似度を合

計し，テンプレートと対象部分木のタグ値の組み合わせ

の数で割ることにより平均を導出して，その値を集約さ

れた要素値間類似度とするというものである．この手法

では，単純にテンプレートと対象部分木のタグ値の組み

合わせの数で割るので，タグ値のメディアが一致しない

場合の要素間類似度を 0 と考えて集約を行うことになる． 

 2 つ目の手法は，導出した全ての要素値間類似度を合

計し，要素値のメディアが一致した数，すなわち，要素

値間類似度の数で割ることにより平均を導出して，その

値を集約された要素値間類似度とするというものである．

この手法では，メディアが一致しない場合の要素値間類

似度は考慮せずに集約することになる． 

 3 つ目の手法では，まず，テキストと画像それぞれに

ついて，要素値間類似度を合計し，各々の類似度の数で

割ることにより平均を導出する．そして，求められた 2

つの値について，次の式で示される重み付き平均を導出

し，その値を集約された要素値間類似度とする． 

 imagetextvalue SimSimSim ×+×= βα      (3) 

       （ただし，α＋β＝１） 

このとき，いずれかの要素値間類似度が存在しない場

合，もう 1 種類の要素値間類似度の値を集約された要素

値間類似度とする． 

 前者 2 つの手法では，メディアの種類を区別せずに集

約を行うという特徴を持ち，後者の手法はメディアの種

類を区別して集約を行うという特徴を持つ． 

 
テンプレート 

<a> 

  <b>img1.jpg</b> 

  <c>本日は晴天なり</c> 

</a> 

 

手法毎 

XML 文書間類似度 対象部分木 

1 2 3 

<a> 

  <b>img1.jpg</b> 

  <c>本日は晴天なり</c> 

</a> 

0.75 1.0 1.0

<a> 

  <b>img1.jpg</b> 

  <c>本日は晴天なり</c> 

  <d>img2.jpg</d> 

</a> 

0.62 0.82 0.85

<a> 

  <b>img1.jpg</b> 

  <c>本日は晴天なり</c> 

  <d>静岡県浜松市</d> 

</a> 

0.60 0.76 0.80

図 7 要素値間類似度算出手法の違いによる 

XML 文書間類似度の変化例 

 

テンプレート 要素値数 XML 文書間

類似度 

1 1.0

2 1.0

3 0.92

4 0.79

5 0.77

6 0.73

7 0.71

8 0.70

<a> 

 <b>img1.jpg</b> 

 <c>本日は晴天なり</c> 

 <d>img2.jpg</d> 

 <e>静岡県浜松市</e> 

 <f>img3.jpg</f> 

 <g>2008 年 3 月</g> 

 <h>img4.jpg</h> 

 <i>佐藤太郎</i> 

・・・ 

</a> 

図 8 要素値数の変化に伴う XML 文書間類似度の低下例 

 

また，上記 3 つのいずれの手法にも共通する問題とし

て，それぞれの要素値間類似度が，メディアが一致する

か否かという条件のみで導出されるか否かが決定されて

いるため，要素値の数が多くなるに従って，要素値間類

似度の数が多くなり，結果として，集約された要素値間

類似度の値が小さくなってしまうという点が上げられる．

木構造間類似度は，テンプレートと対象部分木が完全に

一致する場合にはその値が 1 となるが，要素値間類似度

は，完全に一致する場合でも，ほとんどの場合，その値

が 1 になることはない．要素値間類似度の集約法の違い

による XML 文書間類似度の変化を図 7 に示す．なお，以

下の実験で利用した画像の一覧は，巻末の付録に掲載す

る． 

3. 4 木構造間類似度と要素値間類似度の集約法 

 算出された構造間類似度と要素値間類似度の集約を行

い，XML 文書間の類似度を求める． 類似度を集約する手

法として，本研究では要素値間類似度集約の場合と同様

に，構造間類似度と要素間類似度の重み付き平均を導出

し，その値を XML 文書間の類似度とする． 

 ただし，ここで考慮しなくてはならない点が，3.3.3

節で述べた要素値間類似度に関する問題である．要素値

間類似度は，2 つの XML 文書が完全に一致する場合でも，

1 となることが稀であるため，木構造間類似度との間で

集約を行うにあたり，計算手法を工夫しなくてはならな

いと考えられる．本研究では，同一のテンプレートに対

して導出された類似度同士を比較し，順序付けすること

により検討を行うので，数値そのものの妥当性について

は言及しないこととする．要素値数の違いによる XML 文

書間類似度の変化の例を図 8 に示す．要素値間類似度の

集約手法は，手法 3 を用いる．また，対象部分木はテン

プレートと同一のものを利用する． 

 

4. 予備実験 
本章では提案手法の妥当性を検証するために行った実

験について述べる． 

4. 1 実験データ 

本実験では，提案手法が正常に機能していることを確

かめるために必要な性質を持つ十分な量のデータを準備

しようと考え，既存の XML データではなく，個人情報ジ

ェネレータである“なんちゃって個人情報”[9]により生

成したデータを，テキストエディタにより編集したもの

を用いた．具体的には，構造については，各部分木内の

要素値を持つ要素は 1 個から 6 個までであり，かつ，そ

れらの要素の組み合わせそれぞれについて 100 件ずつ，



合計 6300 件の部分木を対象とした．また，要素値につい

ては，テキストであるものが 3 つ，画像であるものが 3

つで，テキストと画像の各々で，それぞれの要素に 2 種

類，4 種類，6 種類の要素値が格納されている．要素値数

が 6 個である部分木の例を図 9 に示す．例として，要素

animal と要素 snow に格納される要素値はそれぞれ 2 種

類である．なお，この木を本実験のテンプレートとして

用いた． 

4. 2 実験結果 

 実験データ中の 6300 個の全ての部分木について，まず，

テキスト間類似度と画像間類似度の重みをともに 0.5，

木構造間類似度と要素値間類似度の重みをともに 0.5 と

して，提案手法を実装したプログラムにより図 9 のテン

プレートとの間で類似度を算出した．その結果，図 10 か

ら図 12 に示す各部分木が，テンプレートとの類似性が高 

 
<record> 

 <animal>img01.jpg</animal> 

 <place> 

静岡県は東海地方にあり太平洋に面する

</place> 

 <snow> 

太平洋沿岸は雪が少ない 

</snow> 

 <neighbor> 

北海道は他の地方と接していない 

</neighbor> 

 <player>img001.jpg</player> 

 <flower>img1.jpg</flower> 

</record> 

図 9 実験用テンプレート 

 
<record> 

 <animal>img01.jpg</animal> 

 <place> 

静岡県は東海地方にあり太平洋に面する

</place> 

 <snow> 

太平洋沿岸は雪が少ない 

</snow> 

 <neighbor> 

北海道は他の地方と接していない 

</neighbor> 

 <player>img001.jpg</player> 

 <flower>img2.jpg</flower> 

</record> 

図 10 類似度上位部分木(1) 

 
<record> 

 <animal>img01.jpg</animal> 

 <place> 

宮城県は東北地方にあり太平洋に面する

</place> 

 <snow> 

太平洋沿岸は雪が少ない 

</snow> 

 <neighbor> 

北海道は他の地方と接していない 

</neighbor> 

 <player>img005.jpg</player> 

 <flower>img1.jpg</flower> 

</record> 

図 11 類似度上位部分木(2) 

<record> 

 <animal>img01.jpg</animal> 

 <place> 

静岡県は東海地方にあり太平洋に面する

</place> 

 <snow> 

太平洋沿岸は雪が少ない 

</snow> 

 <neighbor> 

中国地方は関西地方と接する 

</neighbor> 

 <player>img001.jpg</player> 

 <flower>img1.jpg</flower> 

</record> 

図 12 類似度上位部分木(3) 

 

表 1 類似度上位部分木との各類似度 
順位 木構造間 要素値間 XML 文書間 

1 1.0 0.449 0.725 

2 1.0 0.42949    0.71475 

3 1.0 0.42943    0.71471 

 
<record> 

 <animal>img01.jpg</animal> 

 <player>img001.jpg</player> 

 <flower>img1.jpg</flower> 

</record> 

図 13 類似度上位部分木(4) 

 

いと判定された．それぞれの木構造間類似度，要素値間

類似度，及び XML 文書間類似度を表 1に示す． 

次に，テキスト間類似度と画像間類似度の重みを

0.2：0.8 と 0.8：0.2 の 2 パターンに設定し，それぞれ

テンプレートと実験データの間の類似度を算出した．そ

の結果，テキスト間類似度と画像間類似度の重みが

0.2：0.8 の場合は図 12 の部分木が，0.8：0.2 の場合に

は，図 10 の部分木がそれぞれ最も類似度が高いと判定さ

れた． 

 さらに，木構造間類似度と要素値間類似度の重みを

0.2：0.8 と 0.8：0.2 の 2 パターンに設定し，それぞれ

テンプレートと実験データの間の類似度を算出した．そ

の結果，木構造間類似度と要素値間類似度の重みが

0.8：0.2 の場合は図 10 の部分木が，0.2：0.8 の場合に

は，図 13 の部分木がそれぞれ最も類似度が高いと判定さ

れた． 

4. 3 考察 

図 9 のテンプレートと，類似度上位であった図 10，図

11，図 12 の対象部分木を比較すると，目視ではあるが，

ほぼ類似したデータとなっており，良好な結果が得られ

たと考える． 

 まず，対象部分木同士の順位関係に着目する．はじめ

に，図 10 のデータが図 11 のデータよりも上位である点

について考えると，これは，図 10 のデータが flower 要

素の要素値のみテンプレートと異なっているのに対し，

図 11 のデータは place 要素の要素値と player 要素の要

素値の 2 つが異なっているためであると考えられる．次

に，ともに 1 つの要素値だけが異なっているにもかかわ

らず，図 10 のデータが図 12 のデータよりも上位である

点について考えると，これは，一致していない要素値間

の類似度について，図 10 で異なっている画像間類似度の



ほうが，図 12 で異なっているテキスト間類似度よりも高

い値となったためであると考える．最後に，図 11 のデー

タのほうが図 12 のデータよりもテンプレートとの間で異

なる要素値数が多いにもかかわらず，図 11 のデータが図

12 のデータよりも上位である点について考えると，これ

も，上記の場合と同様に，図 11 において異なっているテ

キスト，画像の類似度が，図 12 において異なっているテ

キストの類似度よりも高い値であったためであると考え

られる． 

次に，テキスト間類似度と画像間類似度の重みを変化

させた場合の結果に着目する．まず，画像間類似度の重

みを高くした場合には，図 12 の部分木との類似度が 1 番

高くなっているが，これは，画像要素値は完全に一致し

ており，また，テキスト要素値の不一致も 1 つだけであ

るためであると考える．また，テキスト間類似度の重み

を高くした場合には，図 10 の部分木との類似度が 1 番高

くなっているが，これは，テキスト要素値は完全に一致

しており，また，画像要素値の不一致も 1 つだけである

ためであると考える． 

最後に，木構造間類似度と要素値間類似度の重みを変

化させた場合の結果に着目する．まず，木構造間類似度

の重みを高くした場合には，図 10 の部分木との類似度が

1 番高くなっているが，これは，要素値が 6 つの部分木

との木構造間類似度は全て 1.0 であり最も高いので，全

ての重みを 0.5 とした場合との順位の変化は起こらない

ためであると考える．また，要素値間類似度の重みを高

くした場合には，図 13 の部分木との類似度が 1 番高くな

っているが，これは，例えば図 12 のように木構造と画像

要素値がテンプレートと一致する部分木が，テキスト間

類似度により要素値間類似度が低下し，図 13 の要素値間

類似度を下まわってしまうためであると考える．この点

は今後改善しなくてはならない点であると考える． 

 

5. おわりに 
 本研究では，XML 文書に関して，木構造の類似度，及

び複数種メディアからなる要素値の類似度という異なる

特徴量を集約することにより，高精度に類似性を発見す

る手法を提案した． 

今後の課題として，テキストと画像以外のメディアの

特徴量の導出と集約を行い，提案手法についてさらに深

い評価と検討を行う必要があると考える．本文中で述べ

ている，要素値数の増加による類似度低下という問題の

解決法について検討する必要がある． 

類似度の集約手法については，本論文では重みを変化

させた場合に XML 文書間類似度がどのように変化するか

ということのみ示した．今後は，それぞれの類似度が持

つ情報量を考慮した上で，適切な重みを見つけ出すこと

が課題である．考察で述べたように，一方の類似度が集

約した類似度を低下させてしまうという問題がある． 

現在は，比較元の XML パターンとしてあらかじめテン

プレートを用意しているが，より実用的なものに近づけ

るためには，テンプレートとして用いる特徴的な XML パ

ターンの抽出手法についての検討が考えられる．その際

にも，構造と要素値の内容という 2 つの視点から特徴的

であると考えられる部分木を抽出する必要がある． 
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付録 
 本研究の実験に利用した画像を以下に示す． 
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